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感染防止のための効果的な手洗い習慣づけへの取り組み
一「グリッターバグ」手洗いトレーニング器による洗い残し調査を行って一
16階東　○柴田千佳子　北沢　杉本　長峯　松田
　　　　　山賀　川島　相内
1　はじめに
　近年、院内感染が社会問題となっており、その原因
として医療従事者の手指を介した交差感染が多いと言
われている。そのためJhon　Gammon’〉が「病院内で感
染が広がるのをコントロールするために適切な手洗い
が非常に重要である」と述べているように、医療従事
者は効果的な手洗いを身に付ける必要がある。当病棟
は混合外科病棟であり、術後や熱傷患者に対し清潔操
作が必要な手指を用いた処置が多く、効果的な手洗
いが実施できなければ、患者に接する際に手指を介し
た交差感染の可能性がある。そのたあ、私たちは手洗
いを重要視した。しかし、現在行っている手洗いが、
感染防止に効果的であるかどうか、確認されないまま
続けているため、個々の看護者の感染防止に対する意
識が向上し、効果的な手洗いが獲得できる方法がない
かと考えた。そこで、洗い残し部位が視覚的にわかる
「グリッターバグ」手洗いトレーニング器を使用し
「手洗いトレーニング」（以下、トレーニングと記す）
を行った。その結果トレーニング前後の調査では洗い
残しに改善が認められたのでここに報告する。
〈用語の定義〉
　「グリッターバグ」手洗いトレーニング器：手洗い
前に手指に蛍光剤を擦り込み、手洗い後に手指をグリ
ッターバグの中に入れ、ブラックライトで蛍光剤を確
認することにより洗い残し箇所が分かる機器のこと。
以下、　「グリッターバグ」と記す。
ll研究方法
1．対象：16階東病棟看護者　15名（看護婦14名　看
護助手1名）
2．期間：平成12年9月20日～10月15日
3．方法：1）　「グリッターバグ」による「手洗いの
洗い残し部位調査」　「手洗い手技の項目調査」
①トレーニング前
②トレーニング後1回目（①より1週間後）
③トレーニング後2回目（①より2週間後）
　　トレーニングは衛生学的手洗いの手順（以下「手
　洗いマニュアル」と記す）に沿って実施。また、
　　トレーニング前の調査結果を基に各個人の洗い残
　　し部位と手技の不十分な点を個別指導した。
2）　「手洗い意識調査」
　　トレーニング前とトレーニング終了後、無記名の
質問用紙調査
皿　結果
1．　「手洗い意識調査」についての調査結果は表1～
　3・図1～9に示す。
2．　「手洗いの洗い残し部位調査」についての調査結
果は図13に示す。
3．　「手洗い手技の項目の調査」についての調査結果
　は図10～12に示す。
IV　考　察
1．手洗いの洗い残しの変化について
　　「洗い残し部位」は、広瀬2）らの「手洗いをし損
　ないやすいと考える部位」と院内看護手順の「もつ
　とも洗い損ないやすい部分」を参考にして、手指を
　8カ所に分類し調査した。
　　「洗い残し部位とその割合」　（図13）について、
　トレーニング前の「グリッターバグ」での調査では、
最も少ない部位でも40％と、全部位において洗い残
　しが認められる。特に爪が100％、指が60％を占め
　ており爪や指、指間に洗い残しの割合が高い。爪の
　洗い残しの原因として、「手洗い手技のできている人
　数と割合」（図10－6、7）よりほとんどの対象者
　が、爪や指、指間の手洗いができていないことが挙
　げられる。トレーニング後1、2回目の「爪の長さ
　の割合」　（図12）と、　「洗い残し部位とその割合」
　（図13）がほぼ同じであることより、爪の長さが洗
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い残しに影響していると考える。しかし、「自己の
爪が短いと答えた人の割合」　（図3）より、80％以
上の人が短いと答えており、意識と実際の洗い残し
が異なっている。指先は看護ケアを行う際、最も患
者と接する機会が多く汚染されやすいが、爪の間や
雛などの溝が多いため洗い損ないやすい部位である。
土井3）による研究においても、　「爪、指、指間、特
に第一指周囲の洗い残しが多い」と指摘しており、
爪は常に短くし、指先に十分意識をした手洗いを行
う必要がある。また、他の部位ではトレーニング後
の洗い残しが減少しており、トレーニングは効果的
であった。
2．手洗い手技の変化について
　　「手洗い手技の項目」について、波多江4）らの手
洗いの基本動作の検証項目と手洗いマニュアルを参
考にして作成した。
　　トレーニング前の手技（図10）では手技に不十分
な点が目立ち、「手洗いマニュアル」に沿って実施
　している人はほとんどいなかった。また、意識調査
でも「手洗いマニュアル」を参考に使うと回答した
人は約半数（図2）であり、洗い残しの結果（図13）
も含あると「手洗いマニュアル」がいかされていな
いといえる。トレーニング後1回目では、　「手洗い
マニュアル」を使用する人が増え、全項目において
手技の改善がみられた。このことより、指導前は
　「手洗いマニュアル」が十分定着していなかったが、
　「手洗いマニュアル」に個別指導を加えることで、
効果的な手洗いができ、行動として現れたと考えら
れる。しかし「手洗い手技のできている人数と割合」
　（図10）より、トレーニング後1回目よりも2回目
に、手洗い手技の不十分な点が増加していることが
認められる。これは時間が経過すると、手技が不十
分になりやすく、短期間での手洗い指導だけでは、
手技の定着の継続がされていないことがわかる。こ
れは、土井5）が「単発的に実施しても手洗いの慣行
を改善することが難しい」と述べているように、数
回の指導だけでは手洗いの施行は改善し難い。その
ため、経時的に手洗い手技の不十分な点を随時指摘
　し、手技の指導・改善をする必要がある。
　田中6）らは、　「院内における交差感染の直接的な
原因のほとんどが、自分たちの手指を介して起こっ
ているとの認識は薄い」と述べている。また、　「手
洗いが、感染防止対策上最も重要であるということ
は、ほとんどの医療従事者が認識している」とも述
べている。対象者の半数以上が、　「手洗いの目的」
　（表1）として「感染防止」を挙げており、手洗い
の目的は認識されている。トレーニング後、「手洗
い時に意識して洗っている部位」　（図7）より、洗
い残しの多かった爪・指間（図13）を意識している
人の割合が増加している。実際に洗い残し（図13）
も減少している。また、　「手洗い時に心がけている
　こと」　（表2）より、　「時計を見て流水で流す時間
を前後30秒以上かけること」など具体的に「手洗い
マニュアル」に沿った内容が述べられている。　「手
洗い手技のできている人数と割合」　（図10）より手
技の改善が認められている。これらのことより、意
識の向上が手技の改善に関連しており、洗い残しの
減少につながることがわかる。
3．「グリッターバグ」の有効性
　　「グリッターバグ」を使用したことにより、対象
者が個々の洗い残し部位や洗い癖など、今までの手
洗いで不十分であったことが、視覚的に認識された。
　「手洗い時に意識して洗っている部位」　（図7）、
　「手洗い時に心掛けていること」　（表2）より、
　「手洗いマニュアル」を使用したことで、自分の洗
い残しの傾向が確認できたことがわかる。
V　結論
1．　「グリッターバグ」の使用で、視覚的に自己の洗
　い残し部位が認識できた。
2．手洗いの目的意識を刺激することができ、手技の
　改善・洗い残し部位の減少が認あられた。
3．個々の看護者の感染防止に対する意識の向上にっ
　ながつた。
4．常に手洗いによる感染防止に努めるたあには、効
果的な手洗い習慣を定着するための継続したトレー
ニングが必要である。
V【おわりに
　短期間のトレーニングでも手洗い手技の向上、洗い
残しの改善が図れた。今後、トレーニングを定期的に
行うことで手洗いの手技を定着させ、感染防止に対し
更なる意識の向上・手技の充実を目指したい。
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1．手洗いの意識調査
1．あなたの看護者経験年数は何年ですか。
　　　　　　2年目（6．7）
　1年目
（13．　3）
4年目
（20．　0）
2．
1）
トレーニング前
3年目
（40．　0）
　　　　　　　　　5年目以上（20．0）
図1　看護者経験年数（N＝15）　（％）
あなたの勤務中の「手洗い」についてお聞きします。
「手洗いマニュアル」を参考にしていますか。
トレーニング孝変
O　10
図2
　　　　　　　　　　　　　　（％）
20　30　40　50　60　70　80　90　100
「手洗いマニュアル」を参考に
している人の割合（N＝15）
2）爪を短くしていますか。
トレーニング前
トレーニング後
13．　0
　　　　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図3　自己の爪が短いと答えた人の割合（N－15）
7．　0
3）時計を外しますか。
トレーニング前
トレーニングそ麦
図4
いいえ その他
　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
意識して腕時計を外す人の割合（N＝15）
4）時間は適当だと思いますか。
トレーニング前
：適当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　6．7トレーニングそ麦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　　　　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
　図5　自己の手洗い時間の長さの感覚（N－15）
5）意識している手指の部位はありますか。
トレーニング前
トレーニング後
ない
　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図6　意識している部位の有無（N　一・　15）
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爪
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灘・トレーニング前
笏：トレーニングそ麦
手　掌
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爪
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13．　3
　20．　0
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手首
手背
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6．　7
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46．　7 手首
手背
6．　6
0．　o
13．　3
13．　3 灘．トレーニング前
勿・トレーニングそ麦
。　se　loo　（％）図7　「ある」と答えた手洗い時に意識して
　　　洗っている部位
6）いつもの手洗いで洗い残しがあると思いますか。
トレーニング前
トレーニング後
〉
　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
洗い残しがあると思う人の割合（N＝15）
O　50　100　（％）図9　「はい」と答えた洗い残しがあると思
　　　われる部位
3．あなたの「手洗い」の目的は何ですか。
表1　「手洗い」の目的
図8
トレーニング前 トレーニング後
・感染予防　　　　（14）
E自分が気持ち悪い（3）
E清潔保持　　　　　　（3）
E自分の身を守る　（3）
・感染予防　　（14）
E清潔保持　　（4）
E汚染物の除去（2）
4．あなたが「手洗い」のときに心掛けていることがありますか。
（重複回答）　単位：名
表2　手洗い時の注意点 （重複回答）単位：名
ト　レ ニ　ン　グ　前
・必ずイソジンを使うこと
・手首まで洗うこと
・爪を意識して洗うこと
・頻回に洗う機会を持つこと
（3）
（2）
（2）
（1）
・一lの患者様に接触したら必ず手を洗うこと（1）
・時計を見ること
・マニュアルを見ること
・洗い残しがないようにすること
・手が荒れないようにすること
・イソジンを良く泡立てること
・隅々まで丁寧に洗うこと
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
トレーニング後
・洗い残しがないようにすること　　　　　（4）
・手首や爪の間を洗うこと　　　　　　　　（3）
・マニュアルを参考にしていること　　　　（2）
・こまめに洗うこと　　　　　　　　　　（1）
・指間・手背を意識して洗うこと　　　　　（1）
・まんべんなく洗うこと　　　　　　　　（1）
・必要な場面に洗うようにすること　　　　（1）
・指先を入念に洗うこと　　　　　　　　　（1）
・回数と時間について　　　　　　　　　　（1）
・忙しくてもイソジンは使用すること　　　　（1）
・時計を見て流水で流す時間を前後30秒以上
かけること　　　　　　　　　　　　　　　（1）
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5．　「グリッターバグ」を使用し、自分の手洗いに関して気がついた点はありますか。
表3　グリッターバグを使用し気がついたこと （重複回答）単位：名
・指・手・爪の各箇所に洗い残しがあること
・時間をかけてよく擦らないと簡単に汚れは落ちないのだと思った
・予想以上に汚いこと
・洗い残しが多いこと
・洗い残しの癖があること
・長い時間かけてマニュアルを参考に実施することで、より手指を清潔に保つことができる
・力を込めて洗う、また、指間などに洗い残しが多いのに気づいた
・今後の手洗いを見直したいと思った
・今までまったく効果のない手洗いをしていたのだと気づいた
・爪を短く切ることの大切さ
・石鹸で泡立てると、特に滑らかになり表面を撫でているような気がするようになった
（6）
（2）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
（1）
II手洗い手技項目の調査
1．手洗い手技のできている人数と割合
　　　　　できている
トレーニング前
トレーニング後1回目
トレーニング後2回目
できていない　86．7
20．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　　　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図10　一1　時計を外している人の割合（N＝15）
トレーニング前
トレーニング後1回目
できていない
トレーニング後2回目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　　 　　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図10一　4　両手掌を擦っている人の割合（N＝15）
トレーニング前
できている　6．7
トレーニング緩1回目
トレーニング後2回目
できていなし、 93．3
13．3
26．7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　　　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図10－2　流水を2～3秒流してから手洗い
　　　　をはじめている人の割合（N　＝：　15）
トレーニング前
トレーニング緩1回目
トレーニング後2回目
できていない
　 　　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図10　一5　両手背を擦っている人の割合（N＝15）
（％）
トレーニング前
トレーニング後1回目
トレーニング後2回目
できている
できていなし、 80．0
13．3
20．0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　　　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図10－3　十分に洗浄剤を手につけて泡立て
　　　　ている人の割合（N＝15）
トレーニング前
トレーニング後1回目
トレーニング後2回目
できている
できていなし、 86．7
　　　o
図10－6
　　　　　　　　　　　　　　6．　7
　　　　　　　　　　　　　　　（％）
lo　20　30　40　so　60　70　se　go　loo
指先・爪の内側をよく擦っている
人の割合（N＝15）
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トレーニング前
トレーニング後1回目
トレーニング後2回目
できている
できていなし、 80．0
6
6
．　7
．　7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　　　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図10－7　指の間をよく擦っている人の割合
　　　　　　　　　　　　　　　　（N　一　15）
トレーニング前
トレーニング後1回目
トレーニング後2回目
できている
できていなし、 80．0
20．0
6．　7
　　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図10　一　11ペーパータオルを使用して十分に
　　　　　乾燥させている人の割合（N＝15）
（％）
トレーニング前
トレーニング鍛1回目
トレーニング後2回目
できている
できていなし、 80．0
6．　7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　　　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図10－8　親指と手掌をねじり洗いしている
　　　　　人の割合（N＝15）
トレーニング前
トレーニング後1回目
トレーニング後2回目
できていない
7
7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図10　一　12洗面台に手が触れないように
　　　　　洗っている人の割合（N＝15）
できていない
トレーニング前
トレーニング後1回目
トレーニング後2回目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（％）
　O　10　20　30　40　50　60　70　80　90　100
図10－9　手首（前腕上部）を洗っている
　　　　　人の割合（N＝15）
トレニング前
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図10　一　13手洗いの際、手を不潔にしないよう
　　　　　意識している人の割合（N＝15）
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図10－10指先から水が落ちるようにすすい
　　　　　でいる人の割合（N＝15）
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図10－14手洗いの際、手洗い時間の計測を
　　　　　している人の割合（N＝15）
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2．手洗い時間
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図11手洗いに要した時間の変化（N＝15）
3．爪の長さの割合
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皿　「グリッターバグ」による洗い残し部位調査
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